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学会活動の 回顧 と展 望

源化 （小 原奈津予 ），  お か ら含有ポ リ ウ レ タ ン の物

性 と生分解性 に関す る研究 （飯島美夏）
・第 22号 （平成 14年 7 月）

　  被服 材料学 部会 長 の 任 期 を終え る に あ た っ て

（島崎恒蔵），  被服材料学の進化 と変態 （高橋和雄），

  被服材料学雑考 （菊地美知子），  パ タ F．一ン 設計 と

被服材料学 （青山喜久子 L   高分子 ハ イ ド ロ ゲ ル の

溶質選択 的膨 潤 （増 田陽子），   カ ル ボキ シ メ チ ル セ

ル ロ
ー

ス ，ポ リリシ ン 分 子複合体の 膨潤挙動 （皆川寧

子），  伊藤啓先生 を悼む （矢井田修）
・第 23 号 （平成 15年 8 月）

　  資源 と し て の 被服 （与倉弘予），  発達科学部 と

私 の 被服 学研 究 （井 上真理），   繊維製品 の 制菌加工

（中島照夫），  絹お よ び絹関連加工 製 品 の 開発 （米

田守宏 ），  不織布 の 技術 開発動 向と用途 展 開 （矢井

田 修）
・第 24 号 （平成 19 年 8 月）− PDF に よる配布

　  紫外線と被服材料 （城 島栄
・
郎），   ペ プ チ ッ ド

と プ ロ テ イ ン の 構造転 移 （高橋和雄 〉，  被服材料 の

教育 と研究 （松 生　勝 ）

　〔3〕 講演会 ・見学会
・東北 ・北海道地 区 H10〆10／9 千本毛晒工 場   と

  山崎メ リヤ ス 見学，H11 〆10／／ア ツ ギ石鹸   見学，

H12／9／28青森県工 業試験場，

・中部地区　Hll ／3／ll尾張繊維技術セ ン タ ーとテ キ

ス タ イ ル 館 の 見学 お よ び 講 演会 ，
H12 ／3／10 ウ ー

ル 生

産 ・染色 工場 （サ ン フ ァ イ ン   ）の 見 学お よ び 講演

会，H 上3／3／1御幸毛織   の 見学 お よ び 講演会

・関東地区　 H13／8／29 倉敷紡績   岩波工 場見学

　〔4） 科学研究費

・平成 1ユー12年度 「タ ン パ ク質繊維 の 高度の リサ イ ク

ル を意図 した新加丁．法に関 する研 究」 （基盤研 究 A ）

研究代表者 ：伊藤啓他 9名

　3．今後 の 展望

　 百年に
一

度 とい われ る世界的な経済不況，そ の 影 響

をま ともに受けて い る ア パ レ ル 産業，少子高齢化 と大

学 淘汰 の 時代 を迎 え，女子大学 を中心 とする被服系学

科 は 学生確保 に追 わ れ ，や っ と確保 した学生は 理科離

れ
・
学力不足 で 教育 ・

研究 水準 の 維持 に 腐心し て い る．

現状 の 打開に は専門別 に 分化 し た部会単位 の 努力で は

限界があ り，被服 ・ア パ レ ル産業全体 と して の教育研

究 と人材育成 の 統
一

的か つ
・
貫 した 戦略が 必要 で あ る，

個 々 の 会 員が教育研究 に今 まで 以 ．Eの 力を注 ぐこ とは

必須 で あ る が，次 の 2 点が重 要 で あ る．（1）被 服学全

体 の イメ
ー

ジ ア ッ プを図る た め の 関係学会間 ・部会間 ・

業界との連携 ・協力．（2）会員相互 の 信頼 を深め
一

丸

とな る ため の 密な情報交換．八方寒が りの ようで ある

が 闇夜の後 に は夜明 けが ある．

被 服 構 成 学 部 会

部会長 泉 　 加 代 子

　 1．は じめ に

　被服構成学部会は，1969年に発足 した被服構成学

研究委員会 を基 と し て ，そ の 10 年後 に 部 会 と な り

2008年に 30周年 を 迎え た ．20 周年以前 の 活動記 録 は

「家政 学会誌」Vo1．30，　 No ．1 （1979），　 VoL 　39，　 No ，5

（1988），
Vol．49

，
　 No ．5 （1998）に 掲載され て い る 、

こ こ で は，1998年 か ら 2007年 まで の 10年間 の 活 動

に つ い て 記述す る ，

　大学 （特に被服分野）を取 り巻 く環境 の 変化に と も

な い 部会員数 は 259名 （1998）か ら 156名 （2008）へ

と大幅に減少 した が ，こ の 間 の 部会長 を務 め た林　隆

子 （1998−99），（故 ）永井 房子 （2000 −01），高部啓子

（2002−03），大村知子 （2004−05），猪 又美栄子 （2006−

07） と約 20 名 の 運 営委員 は ，従来 の 部会 の 主な事業

で あ る 総会 と夏期 セ ミ ナ ー，研 究例 会 ，部会誌 の 発行

に加えて ，新た に海外研修，科研費補助金研究成果公

開促進費 の 申請，全国中学生創造 もの づ くり教育 フ ェ

ア の 後援 ・協賛な ど 国際交流 や社会 との 連携 へ と事業

を拡大 して ，部会活動 を活性化 した ．

　　2．部会の 活動

　（1） 総会お よ び夏期 セ ミ ナ
ー
　　　 ○ は実行委員長

　1）　平成 10年度 （1998／8f27−28，ア ル カ デ ィ ア 市

ヶ 谷）○ 高部啓子，20 周年記 念行事 「こ れ か ら の被

服構成学へ の メ ッ セ ージ」（祖父江茂登子
・増田茅子

・

古松弥生 ・木 岡悦子），「被服教育へ の 提言 と実践」

（柳沢澄子），フ ォ
ーラ ム 「バ タ ーン と ゆ と り」 （間壁

治子 ・伊藤晴子 ・陰地峻作），「新素材 と縫 製」 （斎藤

景
一

郎 ・田 中百子 ・柴山登 光），「消費者 と ア パ レル 商

品」 （芦澤 昌子 ・村 上夫光子 ・源 内哲 之）

　2）　平成 11 年度 （1999／io／15，サ ン ピ ア福 ill）講
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演 「ス キ
ー

ジ ャ ン プ V 字飛行の 時代 と ウ ェ ア の機能

性」（渡辺和彦）．海外研修との 兼ね合い で 夏期セ ミ ナ
ー

は実施 し な か っ た ．

　3）　平成 12年度 （2000／8／24−25，大 妻女子大 学）

0 大村 知子 ，講 演 「CG を使 っ た テ キ ス タ イ ル デ ザ イ

ン 教育 の 試み 」 （畠山絹江），講義 「POWER 　POINT

で で き る こ と」 （伊平保夫），演習 「POWER 　POINT

I ， H ，　 II」 （伊平保夫
・
佐 藤　

．
う

　4） 平成 13年度 （2001／8／27−29，東 レ 総 合研修セ

ン タ ー）
’
Ol被服学 関連部 会合同夏季 セ ミ ナ

ー
，テ

ー

マ 「衣 生活を支 え る
“
被服学

”
」，講演 「被服学教育 の

動向」 （林 　隆子），部会企画 シ ン ポジ ウ ム 「新 しい 被

服構成 学教 育 を さ ぐる 」（千葉桂子 ・芦澤 昌了
・・小 田

明美 ・
冨田明美）

　5） 平成 14年度 （2002／8／28−29，ア ル カデ ィ ア 市

ヶ 谷）○ 芦澤 昌 子，テ ーマ 「被服構成学 は 福祉社会に

どの よ うに貢献 して い くか」，講演 「衣服 と身体 の 動

きの 密接な関係」 （山口 光國），「加齢や病気 ・けが に

よ る 身体 の 変 化」 （井 上 和彦），「身体 の 機能障害 と 衣

服 と の 関係 に つ い て 」 （岩 波君代 ），「高齢者 ・障害者

用商品 の 開発 （藤井孝子），「福祉 衣料研 究会か らユ ニ

バ ー
サ ル ウ J ．ア まで 」（田 川香津子），事例報告 （渡邊

敬子 ・雙田珠巳 ・千葉桂 了）

　6＞　平成 15 年度 （2003／8／27，実践 女子 大学）
’03

被服 学関連 部会合同夏季セ ミナ
ー，テ

ーマ 「被服学 の

新 しい 方向 を探 る」，部会企画 「被服構成学 に 関連 す

る 新 しい 情報技術 を 用 い た機器や ソ フ トの オ ペ レ
ー

ト

体験 」

　 7）　 平成 16年 度 （2004／8／30−31，昭和 女 子大 学）

○ 猪又美栄子 ，テ ーマ 「
」
新人体計測考

”
ユ ニ バ ーサ

ル デ ザ イ ン の 視点か ら一 こ こ が 必要，そ こ が 知 りた

い
一」，講演 「衣服設計 の 基本 と し て の 人体計測」 （高

部啓子 ），「水 まわ りの ユ ニ バ ー
サ ル デザ イ ン へ の 取 り

組 み」 （滝 冂 隆三），「衣服 の ユ ニ バ ー
サ ル デザ イ ン 」

（吉 田 ヒ ロ ミ ），シ ン ポ ジ ウ ム 「身体状 況 に 応 じた 計測」

（布施谷節子 ・渡邊敬子 ・渡辺聰子 ・川上 　梅 ・岡部

和代），入体計測演 習

　 8）　平 成 17 年度 （2005／10／30，日 本女子大学 ）講

演 「高齢 に なる と は
， 障害 を もつ と は 」 （長谷川幹）．

海外 研修 と の 兼 ね合 い で 夏期 セ ミ ナ
ーは実施せ ず ，

　 9）　 平成 18 年度 （2006／8／22−23，東京家政大学）

○ 雲田直子 ，テ
ーマ 「被服構成学 の 研 究 ・教育 に 生 か

す プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン 技術 Part　H一動画 を教材 に 取

り入 れ よ う一」，講演 「わ か りや すい 授業 の た め の IT

技術」（松木孝幸），事例紹介 （猪又美栄子 ・薩本弥生 ・

鳴海多恵了
・・

出 中 早苗〉，演習 「実習指導の ため の動

画教材制作」 （三村　坦 ）

　 10） 乎成 19年度 （2007／8／27−28，神戸 フ ァ シ ョ ン

美術館 ・神戸女子大学教育セ ン ター）○ 岡部和代，テ ー

マ ［フ ァ ッ シ ョ ン の 魅力 」，講演 「ア ン ダ
ー

ウ ェ ァ と

プ ロ ポ ーシ ョ ン の 歴 史」 （百 々 　徹 ），宝塚歌 劇団 の 舞

台衣装 の デ ザ イ ン 」（任 田幾英），事例報告 〔定延久美

了
・・森下 あお い ），見学 「神戸フ ァ ッ シ ョ ン 美術館特

別展示 ：マ リ
ー ・ア ン トワ ネ ッ ト生誕 250年記念一ユ8

世紀麗 しの ロ コ コ 衣装展」「ハ ヤ シ ・サ リー」厂北野 ク

ラ ブ ・
ソ ラ 」「ク チ ュ

ール ・ナ オ コ 」

　（2） 研 究例 会

　1） 平成 10年度 （1998f5／30，日本女子大学〉テ
ー

マ 「米国 に おける被服教育 に つ い て」講演 「バ ー
ジ ニ

ァ 州立 バ ージ ニ ア ⊥ 科大学の ア パ レ ル デ ザ イ ン の プ ロ

グ ラ ム」 （Dr．　Catherine　Cerny，　Dr．　Joann　Boles）
　2＞ 平 成 ll 年度 （1999／10／15，サ ン ピ ア 福山） ○

古 田幸子 ，講演 「メ ン ズユ ニ フ ォ
ー

ム の 機 能性」 （児

玉 久光），事例 報告 （森　由紀 ・川上 　梅 ），見学 「自

重 堂」

　 3）　 平成 12年度 （2000／ユ2／9，文化女子大学） 0 佐

藤眞知子，講演 1新素材の フ ァ ッ シ ョ ン 性 と造形性」

（太 旧義 →，デ モ ン ス ト レ
ー

シ ョ ン 「和服 縫製用特殊

ミ シ ン に つ い て 」 （堀 田善行）

　 4） 平成 13 年度 （2001／12／1，京都 女子大学）○ 畠

由絹江 ，講演 「花洛 の モ
ードー寛文小袖 と東福 門院

一
」

（川 E繁樹 ），事例報告 （春 日　綾 ・原 田妙子）

　 5）　平 成 14年度 （2002／11／30，椙 Ili女 学 園大 学）

○冨田 明美，講演 「衣 と医の 関わ りと福祉 の 心」 （篠

田達明〉，事例報告 （柴田美紀子 ・川端博子），作品展

示 （村田温子 ・田 口 育子＞

　 6）　平成 15年度 （2003／12／6−7，京都女子 大学）○

泉加代 子 ，講演 「シ ル ク ロ ー
ドの 民族衣装 と染織」

（名和野 要），事例 報告 （山本高美 ・渡辺 明 日香 ），見

学 「西陣意 匠紋紙 ⊥ 業協同組合 亅「井筒風俗博物館」

　 7＞　 平成 16 年度 （2004／12／11，福井大学） 0 服部

由美子，テ
ー

マ 「被服構成学に お ける ユ ニ バ
ー

サ ル フ ァ ッ

シ ョ ン
“
着装

”
を サ ポ ートす る福祉関連 製品」，講演

「色 を音声で伝え る器具，カ ラー ト
ー

ク の 紹介」 （上 出

止紘〉，「高齢者 ・福祉衣料 の 製品化研 究 と 服飾資材 の

開発事例」 （黒川和男），「メ ガ ネ の 企 画，デザ イ ン に

つ い て」 （小永幹夫）

　 8）　平成 17年度 （2005／10／30，日本女 子大学 ）Q
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大塚 美智 子，講演 「日本 の ア パ レ ル の 現状」 （斉藤敬

子），「ヨ
ー

ロ ッ パ の オ
ー

トクチ ュ
ール とプレ タポ ル テ

の 現状」 （滝澤　愛），事例紹介 （大塚美智子 ）

　9）　 平成 18 年度 （2006／12／9，文化女子大学）○ 佐

藤眞知子，テ ーマ 「男の お し ゃ れ」，講演 「男の シ ャ

ツ 」 （嶋崎隆
一

郎），
ギ ャ ラ リートーク 「世界の 男性衣

裳に みる美 意識 」（吉村紅花）， 見学 「文化学園服飾博

物館 」

　（3） 部会誌 の 発行

　部会誌は年 1 回，3 月末に発行 して い る．1999年 3

月に は 20 周年記念特集号 を発行 した．

　  　公開講座

　1） 平成 IO年度 （1998／8／28，ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷）

○ 高部啓子 ，テ ーマ 「高齢者 と衣 服 」，研 究報 告 「高

齢者と体型」 （中保淑子），［高齢者と着装」（伊地知美

和子 ），「高齢者 と既製服」（田 中美智），高校に お ける

授 業実践報告 「高等学校 に おけ る 「高齢者 と被服』 の

学習指導に 関す る研 究 」（志村結美 ・増田智佳 子 ・高

橋和子 ・高橋 ヨ シ子＞

　 2）　平成 19年度 （2008／3／2L 和洋女子大学） 0 布

施谷節子，テ ー
マ 1

．
生活を豊か に す る衣服一着心地 の

良 い 快適 な衣 服 を 求 め る た め に一
」，

シ ン ポ ジ ウ ム

「人 の 体 と着心地 の 良い 衣服」 （大村知子 ・石垣理子 ・

雙 田珠 巳），「心 を元気にす る衣服」 （泉加代 子 ・芦 澤

昌子 ・山本邦昭），展示と ワ
ー

ク シ ヨ ッ プ （嶋根歌子 ・

薩本弥生 ・泉加代子 ・大塚美智子 ・大村知子 ・
平林優

子），ポ ス タ ー発表，参加者 ：約 120 名

　   　科研 費補助 金研 究 成果 公 開促進費 に よる公 開

　　 　 講座

　 1） 平成 15年度 （ZOO4 ／3／26，ア ル カ デ ィ ア市 ヶ 谷）

○大村知了・，テ ーマ 「楽 しさと感動 を呼 び起こす布 を

使 っ た もの づ くり」基調講演 「布に よる
“
もの 作 り

”

に先立 っ て 」（林　隆子），シ ン ポ ジ ウ ム （服部 由美子 ・

鳴海多恵子 ・佐藤眞知子 ・金谷喜子），ワ
ー

ク シ ョ ッ

プ （布施谷 節子 ・佐藤 眞知 子 ・田 中美智），デ モ ン ス

トレ ーシ ョ ン （田 中百子 ・金谷喜子 ・雲田直子〉，参

力日者 ：126名

　 2）　 平成 16年度 （2005／3／24，ウ イ ル 愛知） O 冨 田

明美，テ
ー

マ 「布 と糸と針を使 っ た楽しい もの づ くり一

創造性 の 育成
一

」基調講演 「もの づ くりの 基本…糸 ・

布 ・
針」 （林 　隆子），シ ン ポ ジ ウ ム （服 部由美子

・鳴

海多恵子
・
佐藤 眞知子 ・金谷 喜 子），ワ

ー
ク シ ョ ッ プ

（布施谷節子
・渡部 旬子

・磯崎明美
・
田中美智 ・高 橋

裕子），デ モ ン ス ト レ
ーシ ョ ン （田中百子

・金谷喜子 ・

白石孝子），参加者 ：145名

　3） 平成 17年度 （2006／3／25，広島市 まちづ くり市

民交流プ ラ ザ）○ 泉加代子，テ ーマ 「布 と糸 と針が拓

く未 來
一

楽 しい もの づ くり，創造性育成 と技の 伝承一」

基調講演 「布 と糸と針 に よる もの づ く り」 （高部啓子），

シ ン ポ ジ ウ ム 「もの づ くりの 要素 と最新の 動向」 （雲

田直子
・鳴海多恵 子 ・佐藤眞知子 ・林　仁美），ワー

ク シ ョ ッ プ （布施谷節子
・磯崎明美 ・森　由紀），デ

モ ン ス トレ
ー

シ ョ ン （田中百子 ・村 田温子 ・白石孝子 ），

参加者 ：112名

　〔6）　海夕嗣f修
　 1）　第 1 回 （1999／8／26−9f4） ア メ リ カ合衆国東海

岸．ア メ リカ織物歴 史博物館，モ ル デ ン ミル社 リテー

ル ス トア ，ル イーズ ボ ス トン ，ボス トン 美術 館，ロ ー

ドア イ ラ ン ド大学，フ ァ ッ シ ョ ン 工科大学，メ トロ ポ

リ タ ン 美術館修復部門な どを視察．参加者 ：32名

　2） 第 2 回 （2002 ／8／7−16）ア メ リ カ 合衆国東海岸．

ITAA （lnternational　Textile＆ Apparel　Association）

年次大会参加．ハ
ー

グ レ
ー
博物館，航空宇宙博物館、

ナ シ ョ ナ ル ギ ャ ラ リ
ー，国立ア メ リカ歴史博物館，ノ ー

ス カ ロ ラ イ ナ州立大学繊維学部，TC ス ク エ ア公社な

ど を視察．参加者 ：16名

　3）　第 3回 （2005／8／30−9／10）フ ラ ン ス ・イ タリア

（フ ラ ン ス の みは 9／6 まで ）リ ヨ ン 繊維化学技術大学，

リ ヨ ン 織物歴史博物館，フ ラ ン ス 繊維 ・ア パ レ ル 研究

所，パ リ プ レ タ ポ ル テ展示会，コ モ 湖畔の織物染色工

場 と絹教 育博物館，ミ ラ ノ の ア パ レ ル メ
ーカ ー

， フ ィ

レ ン ツ ェ の レ ザ
ー

フ ァ ク トリ
ー

などを視察．参加者 ：

23 名 （内，フ ラ ン ス の み 10 名）

　（7） 報告書作成

　 部会員か ら原稿 を募集 し，平成 16 年 3 月に 「被服

製作 に 関 わ る授業の 実践例」 を出版 した

　 〔8） 全国中学生創造 もの づ くり教育 フ ェ ア へ の 後援 ・

　　　協賛

　 全 国 中学生 創造 もの づ く り教育 フ ェ ア を 第 3 回

（2003）か ら継続 して後援 ・協賛 し ， 審査 員 と して協

力する とともに，被服構成学部 会賞 と奨励賞を授与 し

て い る．第 4 回 と 5 回 は ワ
ー

ク シ ョ ッ プを出店 し た ，

　 （9） 部会 ホ ーム ペ ージ

　 平成 15 年 3 月 に 部会 の ホ ーム ペ ージ を立 ち上 げ，

そ の 後，平成 18年 に リ ニ ュ
ー

ア ル し て ，維持 管理 を

続 けて い る．

　 3．今後 の 課題 と展望

　 以 上 こ の 10年間 の 部 会活動 を振 り返 る と，高齢 者 ・
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障害者 ・福 祉 ・ユ ニ バ
ー

サ ル デ ザ イ ン な ど社会 の ニ
ー

ズ に応 じた テ ーマ の セ ミ ナ
ー

や研 究例会 を数多 く開催

し，こ れ らの 研 究成果 を社 会 に還元するため に高校教

員や 般 市民 を対 象と した公開講座 を開催 し て い る ．

平成 19年度の 公 開講座 の 内容の
・
部は 朝 日新聞 （関

東版 ：2008／5／30，関西版 ：6／10 の 朝刊 ）に 大 き く掲

載 さ れ
， 多 くの 読 者 か ら の 反響 も寄せ ら れ た．平成

20年度 は 科学研 究 費補 助金研究成果公 開促進費 を得

て
一

般 市民対象の 公開講座 を実施する ．超高齢社 会に

突入 した 我が 国 で 最 も要請され る テ
ーマ で あ り， 部会

員の さ ら な る 研 究の 推 進 と社会貢献が期待 され る．

　また，家庭科 の 学習指導要領 の 改訂に と もない 被服

製作が選択 とな り軽ん じられ て い る現状 を鑑み ，全国

中学生創造 もの づ くり教育 フ ェ ア へ の 後援 ・協賛を行 っ

て い る．高校生 へ の 働 きかけ と して，3年連続 して 科

学研究 費補助金研究成果公 開促進 費の 交付 を得て 公 開

講座 を開催 し，布と糸 と針を使 っ た もの づ くりの 楽 し

さを体験する機会を提供 し た こ とは特筆すべ き活動 で

あ る ，今後は小学生 とそ の 母親 を対象 と し た もの づ く

りへ と対象者 の 幅を 広 げ，子供 の 創造 性 ・巧緻性 を育

み，脳 の 発育 を助 け生 きる力 を育て る被服製作教育の

重要性 を発信 し て い きた い ．

　国際交流に 関わ る活動 と し て は ，3 回 の 海外研修 を

実施 し，2002年 の 海外研修 では ニ ュ
ー

ヨ
ー

クで 開催

され た ITAA 年次大会 に 参加 し部会員が研究発表 を

した．それ 以後，毎年 ITAA に参加 し て い る部会員

もい る ．2004 年 に 京都 で 開催 さ れ た 国際家政 学会，

2005 年に 韓国の 衣類学会 と日本家政学会の 被服学関

連部会が合 同で 開催 した ソ ウル で の 国際学会で は多数

の 部会員 が 研 究発表 を して い る ．今後さ らに こ の よ う

な交流 の 機会 を増やす と と もに ，国際家政学会は実践

研 究 や テ キ ス タ イ ル の 展示 もあ る の で，部会員 の 国際

学会発表の 場 として活発な参加を推奨 し て い きた い ．

　部会員数の減少 とポ ス ター発表の定着を反映 し て ，

家政学会総会 で の 凵 頭発表数 は 減少 した ，家政学会誌

掲載論文数 も減少傾 向にある．しか し，部会員 の 学位

取得者数は こ の 10年間で 著 しく増加 し，公 的機関や

企業 との 共同研究 も始め られ て い る ．本部会員の 年齢

構成を見 る と今後 ます ます会員 数は減少す る こ と が予

測 され る．部会が発展 す る た め に は 若手研 究者 の 育成

と，こ れか らも社会の ニ
ーズ に応 じた研究，そ の研究

成果の 社会 へ の 還元 を継続 して 推進 して い くこ とが重

要 な 課題 で ある ．

　 2009年 度の 科学研 究費補助金研 究 成果公 開促 進費

の 申請 か ら 重複応募 の 制限が加 わ り，同
一

学会か らの

応募は原則 として 1件 しか認め られ な くな っ た こ と は ，

こ れ まで の ように本部会独 自で 公開講座 を開催する こ

と が 難 し くな る と 思 わ れ る．他の 部会 との 共 同研究 を

視野 にい れた活動 も今後必要 に な っ て くる と考えら れ

る，今後 10年間 の 活動方針が，被服 構成学部会 の 継

続 ・発展 を左右す る ，まさ に 正念場 と言え よ う，

生 活 経 営 学 部 会

部会長 大 竹 美 登 利

　生 活経営学部会は，部会長 と 6 地区か ら選ばれ た地

区役 員 計 15 名，会 計監査 2 名 の 役 員 で 運営 さ れ て い

る．そ の 中心 的 な運営 は ，15 名 の 地 区役 員か ら互 選

さ れ た 8 名 と 部会長 か ら構成 され る 常任 委員会 が 担 っ

て い る ，活動 の 中心 は ，毎年 8 月に 開催 さ れ る 夏期 セ

ミナ
ー

お よ び 総 会，3月 の 会誌 『生活経営学研 究』 の

発行 で あ る ．また 6 つ の 地区会は そ れ ぞ れ に 独 自の 研

究活動 を行 っ て い る ．さ ら に ，特別研 究委員 会 な ど が

組織 さ れ ，研究 活動 を行 っ て い る ．こ れ ら の 10 年間

の 活動 を 以下 に 振 り返る．

　 1．総会お よ び特別 な 取 り組 み

　 部会員は 273 （1998）〜261 （2007）で 推移 して い る．

部会運営の 最高決議機関 は総会 で あ り，毎年 8 月に行

われ る ．こ の 10年間の 総会決議の うち，重要な もの

は，  部会名称 の 変更 （1998），  4部会合同 セ ミ ナ ー

の 開催 （1998）rG ）　30周年記念出版 （1999），  IFHE

ポ ス トコ ン グ レ ス の 開催 （2003），  生 活経営学部会 ・

家庭経済 学部会統 合案 （2007）で あ る．

　〔1） 部会名称 の 変更

　1998 年 に 部会 の 名称を 厂家庭経営学部会」 か ら

「生 活経営学部 会」 へ と変更 し た ．こ の こ と は 1 年か

けて 常任委員会で 議論 され ，1996年 の 総会 に提 起 し，

様 々 な意見を集約 した後 ，会員 の 意見 調査 を 行 い ，

1997年 の 総 会で 決 定 され，1998年 3 月 か ら実施され

た．名称変更の 理 由は，家庭経営学 とい う名称 の もつ

古め か しい 良妻賢母 の イ メ
ー

ジを払拭す る戦略 的理 由
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